
●　令和３年度　和歌山県県民経済計算の概要

 ・日本経済の動向

 ・和歌山県経済の動向

県(国)民経済計算主要指標

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

名　　目 37,563 36,211 37,651 0.1 ▲ 3.6 4.0

実　　質 37,039 34,595 36,222 ▲ 0.7 ▲ 6.6 4.7

27,512 25,504 28,179 ▲ 1.3 ▲ 7.3 10.5

千円 2,954 2,764 3,084 ▲ 0.4 ▲ 6.4 11.6

名　　目 5,568,363 5,375,615 5,505,304 0.0 ▲ 3.5 2.4

実　　質 5,501,310 5,273,884 5,407,961 ▲ 0.8 ▲ 4.1 2.5

4,020,267 3,753,887 3,959,324 ▲ 0.3 ▲ 6.6 5.5

千円 3,177 2,975 3,155 ▲ 0.1 ▲ 6.4 6.0

注：全国の計数は、内閣府｢2021年度国民経済計算｣より記載

、製造業において食料品、はん用･生産用･業務用機械、一次金属などの産出額が増加したた

め、全体として前年度を上回る形となった。そして第三次産業の総生産額については、電気

業や卸売業、専門･科学技術､業務支援サービス業などの総生産額が増加したことなどから、

　次に、分配面では、雇用者報酬、財産所得及び企業所得の全てが増加し、県民所得は増加
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　令和3年度の国内総生産（支出側）は、名目が前年度比＋2.4％の550兆5,304億円に、実質

項　　　　目　
実　　　　数 増　加　率　(％)

18万円増加し、315万5千円となった。

　令和3年度の県民経済計算について、生産面を見ると、第一次産業の総生産額は、水産業の

は同＋2.5％の540兆7,961億円となった。また、一人当たり国民所得については前年度から

りも32万円増加し、308万4千円となった。

全体でみても増加となった。

となった。

　最後に、支出面については、主に民間最終消費支出や県内総資本形成が押し上げに寄与し

たことで県内総生産が増加した。

　その結果、令和3年度の県内総生産は、名目で前年度比＋4.0％の3兆7,651億円と増加し、

実質も同＋4.7％の3兆6,222億円と増加した。また、一人当たり県民所得については前年度よ

産出額が増加するなどすべての産業が前年度を上回った。続いて、第二次産業の総生産額は
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県(名目) 0.1 2.1 ▲ 2.1 ▲ 1.1 4.8 ▲ 3.5 2.5 0.1 ▲ 3.6 4.0

県(実質) 0.8 2.8 ▲ 4.8 ▲ 4.8 4.4 ▲ 3.6 2.7 ▲ 0.7 ▲ 6.6 4.7

国(名目) ▲ 0.1 2.7 2.1 3.3 0.8 2.0 0.2 0.0 ▲ 3.5 2.4

国(実質) 0.6 2.7 ▲ 0.4 1.7 0.8 1.8 0.2 ▲ 0.8 ▲ 4.1 2.5
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経済成長率の推移


